
 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東一小だより 
１２ 月 号 

令和４年１１月３０日発行 

大田区立東調布第一小学校 

学校長 鳥居 洋子 
https://www.ota-

school.ed.jp/higashichoufudai1-
es/guide/index.html 

 
コミュニケーションの大切さ 

 

校長 鳥居 洋子 

 

２学期もあと少しとなりました。今週末には音楽

を発表する「東一ステージ」を実施します。頑張っ

て練習を積み重ねてきました。子供たちの思いを歌

や演奏で表現しますので、温かい拍手をお願いいた

します。 

さて、本校では、挨拶に力を入れて生活指導に取

り組んでおり、３年生以上は学級ごとに挨拶当番を

行っています。朝、明るく元気な「おはようござい

ます」の声が聞こえてきます。プロ野球の選手が、

ストレートやカーブなどを投げるように、挨拶のボ

ールにも「おはようございます」の他にたくさんあ

ります。「ありがとう」は感謝を表すことで人を優し

くしてくれる言葉です。「ごめんなさい」は自分の間

違いを相手に伝えることで、悲しい気持ちを取り除

いてくれます。挨拶は短い言葉ですが、この言葉が

相手との距離を縮め、この言葉をきっかけにコミュ

ニケーションをスムーズに進めることができます。

お互いの心を開いて人間関係を築く第一歩になりま

す。 

人を気遣う思いやりの心はコミュニケーション力

につながり、人間関係を豊かにしていきます。相手

の話をきちんと聞き、自分の気持ちも伝えるという

言葉のキャッチボールの気持ちよさを経験すると、

子供たちはよりコミュニケーションを大切にしてい

きます。相手の気持ちを考えて、言葉をかけたり、

行動したりすることが大切です。 

これからも、大人の私たちが学校や家庭で丁寧な

言葉や美しい表現をたくさん使うことで、子供たち

が優しく豊かな言葉遣いができるようにしていきた

いと思います。場に応じた挨拶、丁寧な言葉遣いが

できるようにご家庭と連携して取り組んでまいりま

すので、子供たちの使っている言葉に耳を傾け、コ

ミュニケーションを大切にしてくださるようお願い

します。 

学校と家庭、地域の皆様との連携を更に深め、子

供たちの豊かな心を育んでいきたいと思います。ご

理解、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 

「東一ステージ」 
ステージ担当 髙良 朝佳 

 

１２月２日（金）、３日（土）に東一ステージが行

われます。コロナ感染拡大予防を徹底し、一生懸命

練習に取り組んでいます。 

本年度は、保護者２名までの参観が可能となり、

子供たちも「練習の成果を見てほしい！」と家族の

顔を思い浮かべながら練習しています。低学年は普

段使うことの少ない様々な楽器を用いて合奏をし

ます。五組はハンドベル、合奏、合唱と盛りだくさ

んです。３年生は今年からリコーダーの学習が始ま

り、練習の成果を発表します。４・５・６年生はそ

れぞれに学年の思いがいっぱい詰まった合奏・合唱

を披露します。各学年、それぞれのよさがたくさん

あります。学年ごとの合唱も体育館に響き渡るよい

歌声になってきました。 

廊下ですれ違う児童が鼻歌で東一ステージの歌

を歌っていたり、教室から音楽が聴こえてきたり、

今、東一小は音楽にあふれています。どうぞ楽しみ

にお越しください。そして、たくさんの温かい拍手

をお願いいたします。 

人も物も大切にしよう 
 佐藤 奈緒美 

 

「大切」という言葉には「丁寧に扱って大事にす

るさま」という意味があります。また、「大事」とい

う言葉を辞書で引くと「①重要であるようす。②丁

寧に扱うようす。」と出てきます。「ものを大事にす

る」ということの意味は②にあるように、丁寧に扱

うという表現で十分に伝わると思います。 

人を大事にすることはどういうことなのでしょ

うか。その人に物をあげたり、手を貸して負担を減

らしてあげたりと一時的に何かをしてあげること

も悪いことではないと思います。しかしもっと根本

的に、その人をよくしてあげようとすることが重要

なのではないでしょうか。例えば、友達が一歩踏み

出すことに戸惑っているときには背中を押して挑

戦する勇気を育ませてあげたり、友達が間違ってい

るときに声を掛けて信頼されるような人に導いて

あげたりと、相手の幸せのために考え、行動できる

人が多くなるといいなと考えています。 



 

 

 
 
 
   

1 木 
縦割り班活動（２・３・５年） 

人権尊重週間・作品展始 5時間授業 

2 金 
東一ステージ（児童鑑賞日） 

５時間授業 

3 土 
東一ステージ（保護者鑑賞日） 

月曜時程 給食あり ５時間授業 

4 日  

5 月 振替休業日 

6 火 
放送朝会 駅伝練習  

食育（２年） 委員会活動 

7 水 研究授業（１年３組は５時間授業） 

8 木 

縦割り班活動（１・４・６年） 

理科実験教室（６年） 駅伝練習 

保護者会（１・４年）  

9 金 
読書活動 代表委員会 

保護者会（３・６年、五組） 

10 土  

11 日  

12 月 放送朝会 クラブ活動 

13 火 
安全指導 保護者会（２・５年） 

人権尊重週間・作品展終 

14 水 避難訓練（地震・火災・休み時間） 

15 木 児童集会 駅伝練習 

16 金 

読書活動 縦割り事前活動（６年） 

和食の出前授業（５年） 

大掃除週間始 学校保健委員会紙面開催 

17 土 小学生駅伝大会 

18 日  

19 月 放送朝会 クラブ活動 

20 火 学習タイム 

21 水 落語教室（３・４年） 

22 木 学習タイム 給食終 大掃除週間終 

23 金 終業式 水曜時程 ４時間授業 

24 土 冬季休業日始 

25 日  
26 月  
27 火  
28 水  
29 木  
30 金  
31 土  

 

 
人権週間 

 人権担当 佐相 友里子 

 

 

 

 

 

１９４８年１２月１０日、第３回国連総会において、

世界人権宣言が採択されました。国連はこの日を「人権

デー」とし、人権擁護活動の推進を呼びかけています。

日本でも１２月４日から１０日を「人権週間」と定めて

います。 

学校における人権教育の目標は「自分の大切さととも

に他の人の大切さを認めることができるようになり、そ

れが具体的な態度や行動に表れること」です。 

学校生活の中で子供たちは、教職員や友達と挨拶した

り、学級内で意見を交わしたり、異学年と交流をもった

り、多くの人々と関わっています。それらを通して、そ

れぞれが自分らしく、お互いを認め合って過ごせるよ

う、学校全体で指導していきたいと思います。 

 《世界人権宣言 第１条》 

すべての人間は、生まれながらにして自由であり、か

つ、尊厳と権利とについて平等である。（後略） 

１２月の行事予定 

寒い季節の生活について 

生活指導部  山中 雅仁 

 
 １２月に入りました。朝晩はだいぶ冷え込んできまし
た。今年の冬は新型コロナウイルスと合わせて、インフ
ルエンザも流行すると言われています。引き続き感染症
予防をしつつ、楽しい冬を過ごせるように、冬の生活に
ついてご家庭で確認してください。 
１ 服装に気を付けましょう。 
朝夕の気温差がある日が多くなっているので、寒さ対

策をしましょう。教室は感染症予防のため、窓を開ける
などの換気を行っています。厚手のジャンパーやコー
ト、ダウンジャケットなどはランドセルにしまい、学習
中はカーディガンなどの羽織る物で体温調節するよう
に、各家庭で工夫して持たせてください。ストールやケ
ープ、袖の広がった服などは、学校生活には不向きです。 
２ 手袋や帽子、マフラーなどを活用しましょう 
ポケットに手を入れて登校してくる姿を見かけます。

手が出ないまま転んでけがをするなど、とても危険で
す。手袋や帽子、マフラーなどを活用して、安全に気を
付けて登下校できるようにさせてください。 
３ 交通事故に気を付けましょう 
 暗くなるのが早くなっています。４時半までには帰宅
する習慣を付けさせてください。反射板や反射テープな
ども利用して、交通事故にあわないように気を付けまし
ょう。３年生以上で自転車に乗るときは、交通ルールを
守るだけでなく、ヘルメットを被るなどの安全対策もお
願いします。 
４ 冬休みの生活 
冬休みの生活について、ご家庭の約束を話し合い、楽

しい冬休みをお過ごしください。特にタブレットやゲー
ム機などは、ＳＮＳのルールを決めて、ルールを守らせ
て使用するようにさせてください。 


